（様式⑭）
番　　　号
年　月　日
一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構理事長　殿
活動組織の名称　　　　
代表者の職名　氏名　　
令和５年度　森林・山村多面的機能発揮対策交付金に係る採択変更申請書(届出書)
　令和５年○月○○日付け４交流第○○号で採択通知のあった森林・山村多面的機能発揮対策交付金を変更したいので、森林・山村多面的機能発揮対策実施要領（平成25年５月16日25林整森第74号林野庁長官通知）別紙３の第５の６に基づき、下記のとおり採択の変更を申請する（届け出る）。
記
１．活動組織名
２．協定の対象となる森林の位置

３．森林・山村多面的機能発揮対策交付金
	取組メニュー
	交付単価等
	森林面積等
	交付金額
	都道府県の
支援額
	市町村の
支援額
	計

	活動推進費
	112,500円
	初年度
のみ
	円
	円
	円
	円

	地域環境保全タイプ
（里山林保全）
	1ha当たり
120,000円
115,000円

110,000円
	ha
	円
	円
	円
	円

	地域環境保全タイプ
（侵入竹除去・竹林整備）
	1ha当たり
285,000円
265,000円

245,000円
	ha
	円
	円
	円
	円

	森林資源利用タイプ
	1ha当たり
120,000円
115,000円

110,000円
	ha
	円
	円
	円
	円

	森林機能強化タイプ
	1m当たり
800円
	ｍ
	円
	円
	円
	円

	関係人口創出・維持タイプ
	50,000円

／年
	
	円
	円
	円
	円

	小　計
	
	
	円
	円
	円
	円

	資機材・施設の整備
	1/2以内
	円
	円
	－
	－
	円

	資機材・施設の整備（林内作業車、薪割り機、薪ストーブ又は炭焼き小屋）
	1/3以内
	円
	円
	－
	－
	円

	計
	
	
	円
	円
	円
	円

	間伐等（除伐、枝打ちを含む。）の実施面積
	
	ha
	
	
	
	

	当該年度に長期にわたり手入れをしていなかったと考えられる里山林を整備する面積
	
	ha
	
	
	
	


（注１）面積は0.1ha、延長はm単位で記入。
（注２）「当該年度に長期にわたり手入れをしなかったと考えられる森林を整備する面積」は、活動期間内の前年度までに該当する森林の整備を実施した場合は、その森林の面積を除外し、当該年度に新たに森林の整備を実施する面積を記載すること。
（注３）都道府県の支援額、市町村の支援額及び計については、申請時に都道府県や市町村から予定額を聞いている場合等に記載すること。
４．月別スケジュール
	取組内容
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１．活動推進費
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．実践活動
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-1 地域環境保全タイプ（里山林保全）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-2 地域環境保全タイプ（侵入竹除去、竹林整備）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	B 森林資源利用タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C 森林機能強化タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	D 関係人口創出・維持タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．資機材・施設の整備
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）交付金の対象となる期間は、原則として、採択の日（採択決定前着手届を提出している場合は、届に記載した着手予定日）から、翌年の2月末日までです。
５．安全講習等の名称及び内容
	講習の名称
	講習の内容
	実施月

	
	
	月

	
	
	月


（注）安全講習等は、対象森林内で実施するものを記載すること。
６．関係人口創出・維持タイプの活動内容
	


７．計画変更の理由（減額の理由）
　　※減額の場合は減額する金額も併せて記載すること。
（添付資料）
　・
　・
　・
（注１）容易に比較対照できるよう変更部分を朱書きで示して下さい。
（注２）採択申請時に提出した資料（活動計画書、計画図、規約、参加同意書等）に変更が生じる場合は、（注１）と同じの要領で変更部分が分かるように資料を修正して、添付して下さい。

（様式⑭）
令和●年●●月●●日
一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構理事長　殿

○○の森保全の会　　　
代表　町村　里子　　　　　

令和●年度　森林・山村多面的機能発揮対策交付金に係る採択変更申請書

　令和●年●月●日付け●交流第●●号で採択通知のあった森林・山村多面的機能発揮対策交付金を変更したいので、森林・山村多面的機能発揮対策実施要領（平成25年５月16日25林整森第74号林野庁長官通知）別紙３の第５の６に基づき、下記のとおり採択の変更を申請する。
記


１．　変更なし

２．協定の対象となる森林の位置
　　Ａ県Ｂ市大字Ｃ字Ｄ１１１－１、字Ｅ２２２
　　５林班い準林班、ろ準林班１，２，３小班、は準林班１，２，３小班、に準林班３，４小班、４林班ろ準林班１小班、４林班い準林班

３．森林・山村多面的機能発揮対策交付金
	取組メニュー
	交付単価等
	森林面積等
	交付金額
	都道府県の
支援額
	市町村の
支援額
	計

	活動推進費
	112,500円
	初年度
のみ
	112,500円
	0円
	0円
	112,500円

	地域環境保全タイプ
（里山林保全）
	1ha当たり
120,000円
115,000円

110,000円
	0ha 
	0円
	0円
	0円
	0円

	地域環境保全タイプ
（侵入竹除去・竹林整備）
	1ha当たり
285,000円
265,000円

245,000円
	1.0ha
1.3ha
	285,000円

370,500円
	0円
	0円
	285,000円

370,500円

	森林資源利用タイプ
	1ha当たり
120,000円
115,000円

110,000円
	0ha
	0円
	0円
	0円
	0円

	森林機能強化タイプ
	1m当たり
800円
	450ｍ
	360,000円
	0円
	0円
	360,000円

	関係人口創出・維持タイプ
	50,000円

／年
	
	50,000円
0円
	円
	円
	50,000円
0円

	小　計
	
	
	807,500円

843,000円
	0円
	0円
	757,500円

843,000円

	資機材・施設の整備
	1/2以内
	470,000円
	235,000円
	－
	－
	235,000円

	資機材・施設の整備（林内作業車、薪割り機、薪ストーブ又は炭焼き小屋）
	1/3以内
	0円
	0円
	－
	－
	0円

	計
	
	
	1,042,500円

1,078,000円
	0円
	0円
	1,042,500円

1,078,000円

	間伐等（除伐、枝打ちを含む。）の実施面積
	
	1.0ha
1.3ha
	
	
	
	

	当該年度に長期にわたり手入れをしていなかったと考えられる里山林を整備する面積
	
	1.0ha
1.3ha
	
	
	
	


（注１）面積は0.1ha、延長はm単位で記入。
（注２）「当該年度に長期にわたり手入れをしなかったと考えられる森林を整備する面積」は、活動期間内の前年度までに該当する森林の整備を実施した場合は、その森林の面積を除外し、当該年度に新たに森林の整備を実施する面積を記載すること。
（注３）都道府県の支援額、市町村の支援額及び計については、申請時に都道府県や市町村から予定額を聞いている場合等に記載すること。
４．月別スケジュール
	取組内容
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１．活動推進費
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．実践活動
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-1 地域環境保全タイプ（里山林保全）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-2 地域環境保全タイプ（侵入竹除去、竹林整備）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	B 森林資源利用タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C 森林機能強化タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	D 関係人口創出・維持タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．資機材・施設の整備
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）交付金の対象となる期間は、原則として、採択の日（採択決定前着手届を提出している場合は、届に記載した着手予定日）から、翌年の2月末日までです。
５．安全講習等の名称及び内容
	講習の名称
	講習の内容
	実施月

	チェンソー講習
	チェンソーの操作の基本、整備と目立て、チェンソーを使った竹の伐採作業に関する講習
	７月

	
	
	月


６．関係人口創出・維持タイプの活動内容
	地域外関係者の参加が10名に達しなかったので、地域環境保全タイプの活動として地域外関係者を受け入れた。


７．計画変更の理由（減額の理由）
　　※減額の場合は減額する金額も併せて記載すること。
（１）対象森林面積の増
エリア２に隣接する４林班い準林班を対象森林に追加することによる面積の増。
（２）関係人口創出・維持タイプの要件未達

　　　地域外関係者の参加が10名に達しなかったので、地域環境保全タイプの活動として地域外関係者を受け入れた。
（３）月別スケジュールの変更
対象森林の追加による作業量の増に伴うスケジュール変更。

（添付資料）
・活動計画書（令和〇年〇月○日改定）
・計画図（令和〇年〇月○日改定）
（注１）容易に比較対照できるよう変更部分を二段書とし、変更前を括弧書で上段に記載して下さい。二段書が馴染まない変更部分は朱書きで示して下さい。
（注２）採択申請時に提出した資料（活動計画書、計画図、規約、参加同意書等）に変更が生じる場合は、（注１）の要領で変更部分が分かるように資料を修正して、添付して下さい。

変更理由と添付資料の例（参考）
（１）対象森林面積の変更

	項目
	理由の例
	添付資料

	対象森林面積の増
	〇〇を対象森林に追加することに伴う面積の増。
	・活動計画書の改訂版
・計画図の改訂版
・協定書（追加分）
・固定資産税課税明細書等（追加分）

	
	ＧＰＳ計測による計画図の改定に伴う面積の増。
	・活動計画書の改訂版
・計画図の改訂版

	対象森林面積の減
	急傾斜のため構成員による整備が困難なエリアを対象森林から除外することに伴う面積の減。
	・活動計画書の改訂版
・計画図の改訂版


（２）資機材の内容変更
	項目
	理由の例
	添付資料

	資機材の台数の減
	構成員所有の資機材を活用できることとなった。
	・活動計画書の改訂版
・資機材購入内訳書の改訂版（レンタル比較含む）

	機種の変更
	林況調査の結果、より相応しい機種に変更した。
	


（注）変更申請をした場合は、この部分を「令和●●年●●月●●日付け●●交流第●●号にて変更承認通知のあった」に置き換える。








（注）届出書の場合は、「申請書」を「届出書」に、「申請する」を「届け出る」に書き換える。





（注）変更が無い項目は「変更なし」と記載。





（注）容易に比較対照できるよう変更部分を朱書きで記載。





（注）容易に比較対照できるよう変更部分を朱書きで記載。





（注）容易に比較対照できるよう変更部分を朱書きで記載。





初回調査、試行活動、数値目標の設定、作業計画の作成





集積場所と作業道の設置、倒竹の除去・集積・処理





チェンソー講習





篠竹の刈払い





作業道の改修





地域外関係者との事前調整、現場の環境整備、受入





チェンソー4台、刈払機4台の購入





（注）変更内容に応じて、採択申請時に提出した書類を改定して提出して下さい。








1

